
親子が安心して成長を体験できる親子通園 

 

文教大学名誉教授・教育学博士 今野義孝 

  

親子通園は、発達に障がいのある子どもと母親が一緒に療育支援施設に通うことです。

親子通園は、母親が子どもと療育の場を共有することで、子どもの成長・発達を身近に感

じながら親子関係を成長させる大切な役割を担っています。ところが、近年は、親子通園

が敬遠される傾向にあるようです。その理由はいくつかあると思いますが、子どもの養育

を子ども単独でしてくれる事業所が増えたことにあるようです。母親にとっては、子ども

の療育を事業所に任せることで子育ての負担から解放されたり、仕事を続けたりすること

ができるというメリットがあります。しかしその一方で、子どもの発達について十分な理

解を得る機会や子どもとのかかわりの中で子育てのスキルを学ぶ機会が少なくなるという

心配もあります。 

発達に障害のある子どもを育てることには、様々な苦労や悩みが伴います。ときに

は、子育てから解放されたいと思うこともあるでしょう。そうしたときに母親に寄り添

い、伴走してくれるのが親子通園施設の保育士たちや発達支援の専門家たちです。親子通

園施設では子育てをめぐる母親の様々な悩みに温かく寄り添い、耳を傾けてくれます。そ

して、実際に問題の解決や悩みの解消に向けて力を貸してくれます。その意味で、親子通

園施設は子育てのための総合的なカウンセリングルームの役割を担っていると言えます。

また、様々な機関とのつながりをつくる役割も果たしています。それによって、母親は安

心して子どもの将来をイメージした子育てができるようになります。また、親子通園施設

では母親同士のコミユニケーションが生まれ、互いに子育てに関する情報を交換し合った

り、悩みに耳を傾けて助け合ったりすることができます。 

私が療育相談員としてお手伝いをさせていただいている「そだち園」では、母親同士の

横のつながりだけでなく、卒園児の母親との縦のつながりもあります。そして、子育てや

学校選び、将来の進路選択、地域の子育て活動などに関する情報交換を行ったりしていま

す。また、「おやじの会」という父親グループもあり、定期的に懇親会や情報交換を行って

います。 

親子通園施設では、このような活動を通して子どもの成長をより大きな視点で見守るこ

とができるようになります。それは、子どもの成長にとどまらず、親自身の幸せや成長に

もつながっていきます。 

 


